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地
域
の
話
題

田
原
中
部
校
区

～
い
に
し
え
の
文
化 

薫
る
ま
ち
～

古
く
か
ら
田
原
市
の
歴
史
・
文
化
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た

田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、文
化
・
伝
統
の
継
承
を

担
う
団
体
に
つ
い
て
、お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

巴は

江こ
う

木き

遣や
り

保
存
会

　

木き

や遣
り
と
は
、木
を
や
り
渡
す
（
運
ぶ
）

と
い
う
意
味
で
、
重
い
木
や
石
を
大
勢
で

運
ぶ
際
、
息
を
合
わ
せ
る
た
め
に
う
た
っ

た
も
の
で
、
現
在
は
棟
上
げ
や
祝
儀
、
ま

た
は
祭
礼
な
ど
の
練
り
唄う
た

に
転
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

巴
江
町
内
会
の
有
志
が
中
心
と
な
り
、

１
９
９
７
年
に
同
好
会
が
発
足
。
現
在
は

会
員
数
60
名
で
、
40
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
、
巴
江
会
館

で
定
期
的
に
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

巴
江
木
遣
保
存
会
の
活
動
は
、
主
に
祭

礼
で
、
５
月
に
巴
江
神
社
高
徳
祭
、
10
月

に
市
民
館
ま
つ
り
、
２
月
に
巴
江
神
社
節

分
祭
、
ま
た
個
人
の
建
前
な
ど
で
披
露
し

て
い
ま
す
。

　

巴
江
木
遣
保
存
会
で
は
「
木
遣
り
の
文

化
の
保
存
・
伝
承
」
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

会
員
相
互
の
親
睦
も
大
切
に
し
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

雅が

楽が
く

保
存
会

　

雅
楽
と
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
音
楽
が
５

世
紀
か
ら
８
世
紀
に
か
け
て
伝
来
し
、
日

本
古
来
の
音
楽
と
融
合
し
た
も
の
で
す
。

明
治
に
入
る
と
、
雅
楽
は
一
般
庶
民
も
親

し
め
る
音
楽
と
な
り
ま
し
た
。

　

巴
江
神
社
で
は
、
江
戸
時
代
、
田
原
藩

三
宅
家
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
雅
楽
保
存
会

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
会
員
（
伶れ

い
じ
ん人
）
12

名
で
活
動
し
て
お
り
、
毎
週
月
曜
日
午
後

７
時
30
分
か
ら
、
巴
江
神
社
社
務
所
に
て

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
場
と
し
て
は
、
巴
江
神
社
の
例

大
祭
、
高
徳
祭
、
熊
野
祭
、
歳
旦
祭
、
節

分
祭
、
慰
霊
祭
な
ど
、
神
事
の
祭
の
奏
楽
、

個
人
の
結
婚
式
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

演
奏
し
て
い
る
楽
器
は
、
篳ひ
ち
り
き篥
・

龍り
ゅ
う
て
き
笛
・
笙し
ょ
う
の
三
管
に
、
打
ち
物
の
鞨か
っ
こ鼓
・

太
鼓
・
筝そ
う

（
琴
）
で
す
。
普
段
は
な
か
な

か
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
楽

器
に
よ
る
優
雅
な
調
べ
を
、
生
で
聴
い
て

み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

雅
楽
保
存
会
で
は
、
会
員
を
幅
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
田
原
中
部
市
民
館
☎
23
局
０
０
３
０

伝
統
文
化
の
継
承

　

田
原
中
部
校
区
は
歴
史
・
文
化
・
伝
統

を
発
信
す
る
ま
ち
と
し
て
、
多
く
の
方
々

が
使
命
感
と
誇
り
を
も
ち
、
伝
統
文
化
の

継
承
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。
伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
新
し
く
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲唄
う た

をうたう木遣保存会 ▲演奏を行う雅楽保存会
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